






要約:先天性心疾患術後の 42例に水中心電図を記録し,健常児,陸上の検査と比較検討した。

潜水時,顔面浸水時の徐脈化パターンは両者に差はみられなかった。水泳負荷中の心拍数変

化はトレッドミル負荷試験の急速負荷法(Dash 法)と類似の変化を示した。潜水中,および

顔面浸水中の不整脈出現率に差はみられなかったが,術後例のほうがより重症度の高い不

整脈が出現した。水泳負荷中の不整脈の出現率は術後例のほうが高率であった。術後例 42

例中 9例(21%)は陸上の検査では予測できない不整脈を認めた。 


